






神経因性膀胱児において尿中微量アルブミンを測定し,腎尿路奇形のスクリーニングとし

ての有用性を検討した。それによると,尿中微量アルブミンは尿路感染症罹患時に著明に

増加した。同時に尿中 NAG も排泄が増加し,対象児では尿路感染症時に尿細管障害ととも

に糸球体障害も引き起こしている可能性が示唆された。しかし,スクリーニングの方法と

しての尿中微量アルブミン検査用薬錠は敏感度が100%と高く,見落とし率は0%であったが,

特異性が 47%と低く,今後検討する必要を認めた。


